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診断がついた慢性心不全の一例. 第 273 回日本循環器学会関東甲信越地方会. 

2024.9.7、東京.(Case Report Award) 

9. 圷宏一、吉野秀朗、高橋寿由樹、薄井宙男、小嶋啓介、下川智樹、荻野均、國原孝、
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急性 B 型大動脈解離におけるステントグラフト治療は増加しているか？: 東京都大動
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との関連. 第 65 回日本脈管学会学術集会シンポジウム. 2024.10.24、東京. 
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急性 B 型大動脈解離におけるステントグラフト治療症例の経年的推移：東京都大動脈

スーパーネットワーク 9年間 4431例の検討. 第 65回日本脈管学会学術集会シンポジ
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ウム. 2024.10.24、東京. 
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邉和宏, 河田光弘, 藤井毅郎, 益原大志, 高木智充, 今水流智浩, 山本剛, 長尾建, 

香坂俊, 高山守正: DeBakey I/II 型急性大動脈解離の性差：急性大動脈スーパーネッ

トワーク. 第 44 回東京 CCU研究会.2024.12.23、東京. (高野賞) 
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高山守正: A型大動脈解離の臨床的特徴と施設間転送：急性大動脈スーパーネットワ

ークからの知見. 第 44回東京 CCU研究会、2024.12.23、東京. (優秀演題賞) 

18. 古屋史歩, 藤井佑樹, 宮本和享, 遠藤彩佳, 平田直己, 鈴木健之, 長谷川祐, 高橋寿

由樹, 川島裕平: 抗リン脂質抗体症候群を背景とした脾梗塞に、皮膚サルコイドーシ

スと完全房室ブロックを合併した 1例. 第 703回日本内科学会関東地方会、2025.3.8、

東京. 

19. 谷口枝穗、平田直己、宮本和享、伊藤隆仁、村上貴志、高橋寿由樹: 急性心筋梗塞

後心室中隔穿孔に対する外科的修復術時に IMPELLA による循環補助を試みた 1 例. 

第 51回日本集中治療学会学術集会、2025.3.14、福岡. 

20. 圷宏一、吉野秀朗、高橋寿由樹、薄井宙男、小嶋啓介、下川智樹、荻野均、國原孝、

藤井毅郎、山崎学、河田光弘、今水流智浩、高木智充、山本剛、香坂俊、高山守正: 

東京都急性大動脈スーパーネットワークにおける 4431例の時系列解析(Stent-graft 

Treatment for Acute Type B Aortic Dissection: Time-trend Analysis of 4431 Cases in 

the Tokyo Acute Aortic Super Network). 第 89回日本循環器学会学術集会シンポジ

ウム、2025.3.28、横浜. 

21. 谷口枝穗、平田直己、藤井佑樹、宮本和享、遠藤彩佳、鈴木健之、長谷川祐、高橋寿

由樹: A case of anti-mitochondrial M2 antibody positive-inflammatory myopathy 

preceded by cardiac involvement. 第89回日本循環器学会学術集会、2025.3.28、横浜. 

22. 渡邊桂子、中井優作、長谷川祐、鈴木健之、平田直己、遠藤彩佳、宮本和享、藤井佑

樹: Contrast Retention after TAVI: Incidence, Predictors, and Impact on Embolic Risk in 

Self-Expanding and Balloon-Expanding Valves. 第 89回日本循環器学会学術集会、

2025.3.30、横浜. 

23. 山崎雄友, 白石泰之, 池上翔梧, 河野隆志, 長友祐司, 北村光信, 坂本宗久, 野本

美智留, 水野篤, 高橋寿由樹, 家田真樹, 香坂俊, 吉川勉: 急性非代償性心不全患

者におけるヘモグロビン値と虚血性脳卒中リスクの時間的関連（Temporal 

Relationship between Hemoglobin Levels and Ischemic Stroke Risk in Acute 

Decompensated Heart Failure Patients）. 第 89回日本循環器学会学術集会、

2025.3.28、横浜. 

24. 吉岡さゆり, 加藤祐子, 小川和男, 児玉隆秀, 高橋寿由樹, 東條大輝, 山本雅人, 永

澤英孝, 上嶋徳久: BNP 測定を用いた地域ベースの心不全スクリーニング パイロット

試験(Community Based Screening for Heart Failure Using Brain Natriuretic Peptide 
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Testing -A Pilot Trial). 第 89回日本循環器学会学術集会、2025.3.30、横浜. 

 

講演・シンポジウム 

1. 鈴木健之: 「当院におけるレオカーナの立ち位置と今後の方針」 ランチョンセミナー2：

レオカーナの位置情報、第 63回 CVIT 関東甲信越地方会、2024.5.11、東京. 

2. 遠藤彩佳: 「術者が考える被曝を低減する方法」 ショートレクチャー8、第 63回 CVIT

関東甲信越地方会、2024.5.11、東京. 

3. 高橋寿由樹: 「CCC ネットワークにおける搬送」 第 10 回大動脈解離シンポジウム.  

2024.11.23、東京. 

4. 藤井佑樹: 「当院における脂質管理」 PCI Management Conference、2024.12.9、東京

（Web 配信）. 

5. 遠藤彩佳: 「心血管救急について」 第 16 回港区救急医療連携懇話会、2025.2.28、東

京(院内) 

 

受賞 

1. 谷口枝穗: Case Report Award. 発症 12 年目に ATTR-wt心臓アミロイドーシスの診断

がついた慢性心不全の一例. 第 273回日本循環器学会関東甲信越地方会. 2024.9.7、

東京.. 

2. 高橋寿由樹: 高野賞 「DeBakey I/II 型急性大動脈解離の性差：急性大動脈スーパー

ネットワーク」. 第 44回東京 CCU研究会. 2024.12.23、東京. 

3. 高橋寿由樹: 2024 年度第 2 回循環器ダイバーシティ研究奨励賞、JCS-JJC 部会. 

2025.3.29、横浜. 


